【２０２３年度　（法人）研修問題集】
研修名： 院内・施設内感染対策

1. Q1.院内感染について正しい答えを1つ述べよ
①病院や医療機関内で、原疾患とは別に新たに病原体（細菌やウイルスなど）に感染する事。
②医療従事者が医療機関内で病原体（細菌やウイルスなど）に感染すること。
③入院後24時間以上または退院後24時間以内に明らかになった感染症。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　　

2. 人が無意識のうちに、顔を触る回数は、１時間に何回か正しい答えを1つ述べよ
①10回
②20回
③30回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　

3. PPEの着脱順序について正しい答えを1つ述べよ。
①着用→1.手袋、2.ガウン・エプロン、3.呼吸器防護具（マスク）、4.ゴーグル
②着脱→1.呼吸器防護具（マスク）、2.手袋、3.ゴーグル、4.ガウン
③着脱→1.手袋、2.ゴーグル、3.ガウン、4. 呼吸器防護具（マスク）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　

4. 次亜塩素酸ナトリウム消毒液の正しい使い方について正しい答えを1つ述べよ。
①次亜塩素酸ナトリウム消毒液は時間が経っても殺菌力が落ちないため、いつでも使用できるように作り置きして常備してく。
②嘔吐物・排泄物の処理、環境整備には次亜塩素酸ナトリウムを使用する。
③次亜塩素酸ナトリウム消毒液は殺菌力があまり強くないため、手など皮膚の消毒に用いても構わない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　　

5. 環境整備の仕方について正しい答えを1つ述べよ。
①ごみ箱は蓋つきで、満杯ではなく８割程度入ったら中身を廃棄。
②ごみ箱はすぐに満杯になる為、蓋つきでなくても良く、満杯になってから中身を廃棄。
③拭き取りは、汚いところからきれいなところ/下から上/部屋の奥から手前等、一方向に行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　
研修名： 虐待について

1. 虐待対応についての責務について、正しいものを1つ述べよ。
①虐待防止法に関しての権限や管轄は都道府県であり、賠償責任が発生した場合は都道府県が責任を負う。
②虐待防止法では虐待を起こした当事者ならびにその施設や団体を罰し、処罰することに重きを置いており、責任の所在もそれら個人に求められる。
③本人の権利や利益を一番に守るべきとされており、必要な範囲であれば養護者の支援も対象となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　

2. 虐待の種類・内容について、正しいものを1つ答えよ。
①心理的虐待とは、暴言を浴びせる、怒鳴る、日常的にからかうといった虐待のことを指す。
②ネグレクトとは子供に対する虐待を指す言葉であり、高齢者等への虐待へは使用しない。
③虐待の種類として、心理的、身体的、介護放棄、性的の4つが挙げられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　

3. 身体拘束実施に際しての留意事項について、正しいものを1つ答えよ。
①いかなる理由でも身体拘束は虐待に該当しない。
②緊急やむを得ない身体拘束については要件のいずれかを満たしていれば実施してもよい。
③身体拘束を実施する場合にはその態様及び時間、その際の利用者の心身の状況とその理由を記録しなければならない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　

4. 虐待発見時の対応について、正しいものを1つ答えよ。
①虐待を受けている場面を発見した際には都道府県に報告しなければならない。
②虐待行為を発見して放置することは高齢者の権利を無視したとされ、養介護施設従事者等による放棄放任に該当する。
③養護者、養施設従事者等が虐待を発見した際は通報することが望ましいとされている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　　

5. 業務管理体制全般における虐待防止の取り組みについて、正しいものを1つ答えよ。
①研修会の実施や苦情処理体制の整備等、虐待予防についての体制整備は多岐に渡る。
②業務管理体制については行政による実地指導における助言を参考にし、体制を整備するのみでよい。
③職員のストレスマネジメントやメンタルケアについは虐待防止とは関係性は低い為、虐待予防とは切り離して考える事項である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　　


































研修名： 守秘義務と個人情報

1. 「個人情報」の定義について正しい答えを1つ述べよ。
①生死を問わず、個人に関する情報であって、氏名、生年月日などの個人を識別できるもの。
②生存する個人に関する情報全般である。
③生存する個人に関する情報であって、氏名、生年月日など特定の個人を識別できるもの。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　　

2. 守秘義務とは何か正しい答えを1つ述べよ。
①仕事上で知り得た秘密を守ることや、個人情報を開示しないこと。
②生活上で知り得た秘密を守ることや、個人情報を開示しないこと。
③仕事上で知り得た秘密を守ること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　

3. 大規模災害や事故等で、意識不明の人を救急隊員に引き渡し医療機関に搬送させる際、救急隊員（第三者）に意識不明者の氏名や住所、病歴などの個人情報を伝えても問題ないか正しい答えを1つ述べよ。
①本人の同意を得た上で個人情報を回答する必要がある。
②本人の同意を得ずに個人情報を回答してもよい。
③同意の有無に関わらず伝えてはいけない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　

4. 平成29年5月に改正個人情報保護法が施行となり、規制対象となる事業者が変更となった。改正以降の個人情報保護法の対象となる事業者について、正しものを選べ。
①個人情報を取り扱っている事業者全て
②個人情報を2500件以上保有している事業者
③個人情報を5000件以上保有している事業者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　　

5. 個人情報利用時には3つの原則が定められている。以下の選択肢から、正しい物を選べ。
①1.何のために利用するのか目的を特定。事業者で把握しておく。
2.目的以外での目的で個人情報を利用してはならない。
3.本人の同意を得ないで、個人情報を第三者に提供してはならない。
②1.何のために利用するのか目的を特定し、本人へ通知・あるいは公開する。
2.事前に通知、公開した目的以外の目的で個人情報を利用してはならない。
3.本人の同意を得ないで、個人情報を第三者に提供してはならない。
③1.何のために利用するのか目的を特定、本人へ通知・あるいは公開する。
2.事前に通知、公開した目的以外の目的で個人情報を利用してはならない。
3.本人の同意はなくとも、個人情報を第三者へ提供しても良い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　　





























研修名： 人権擁護について

1. 人権について正しい答えを1つ述べよ。
①個人の尊厳＝自分の人生を、親以外の誰にも介入・干渉されることなく自律・自立的に送る権利。
②表現の自由＝自由な表現を通じて思いどおりの活動・生活を実現し、満足を得る権利。
③生存権＝人間的な生活を送ることができる権利。また、自らの人生を親や自らの意思に基づいて全うする権利。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　　

2. 身体拘束の許容基準について正しい答えを1つ述べよ。
①1.切迫性、2.非代替性、3.身体拘束の一時性の要件のすべてが満たされる緊急やむを得ない場合を除き、入居者の身体を拘束してはならない。
②1.切迫性、2.非代替性、3.身体拘束の一時性の要件のどれか1つが満たされる緊急やむを得ない場合を除き、入居者の身体を拘束してはならない。
③1.切迫性、2.非代替性、3.身体拘束の一時性の要件のうち2つ以上が満たされる緊急やむを得ない場合を除き、入居者の身体を拘束してはならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　①　

3. 病院・施設における人権擁護のために取り組むべき事について正しい答えを1つ述べよ。
①1.虐待防止委員会の設置、2.虐待防止責任者の設置
②1.従業者への研修実施、2.虐待防止委員会の設置、3.虐待防止責任者の設置
③1.従業者への研修実施、2.虐待防止委員会の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　②　　
4. 家族による虐待が疑われる場合の対応について正しい答えを1つ述べよ。
①虐待かどうか自分では判断できないので通報はせずに様子をみる
②家族の問題なので関わらないようにする。
③地域包括支援センターに相談・通報する。
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　　
5. 虐待を防止するための取り組みについて正しい答えを1つ述べよ。
①中途採用者に対する虐待に関する教育は入職後すぐに行わなくても構わない。
②入職時に虐待に関する教育を正職員のみに研修を実施していく。
パート職員は無理にしなくて構わない。
③虐待に関する教育は一度、受けた事があっても、毎年、受けなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答　③　　

